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１　医療勤務環境改善はなぜ必要か

２ 　勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 　勤務環境改善計画の作成方法

３ 　勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 　勤務環境改善計画の作成事例



医療勤務環境改善の意義（価値）
 医療機関にとって、「医療の質の向上」や「経営の安定化」の観点から、自らのミッション

に基づき、ビジョンの実現に向けて、組織として発展していくことが重要。そのためには、
医療機関において、医療従事者が働きやすい環境を整え、専門職の集団としての働き甲斐を
高めるよう、勤務環境を改善させる取組が不可欠。

 勤務環境の改善により、医療従事者を惹きつけられる医療機関となるだけでなく、「医療の
質」が向上し、患者の満足度も向上。

＜医療法第30条の19＞
  病院又は診療所の管理者は、当該病院又は診療所に勤務する医療従事者の勤務環境の改善そ
の他の医療従事者の確保に資する措置を講ずるよう努めなければならない

＜医療勤務環境改善マネジメントシステムに関する指針＞
＜医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き＞

略称「MS導入の手引き」
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　 　勤務環境改善計画の作成方法

３ 　勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 　勤務環境改善計画の作成事例



MS 「勤務環境セルフチェックリス
ト（簡易版）」等を利用した勤
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メモ・対策をすでに行っている、または該当しない場合→「いいえ」

・その対策を取り上げたい、または今後必要な場合→「はい」

い
い
え

は

い

優

先

勤務時間と
休憩、休日
・休暇

必要な休日（少なくとも週1 日）や、定められた年次有給休
暇が 計画的に取れるようにする

必要な休憩時間・仮眠時間を取れるよう、勤務体制、交代勤
務制 を見直す

職員の就業時間を把握して、時間外労働の多い職員に対し
て産業 医や管理者による面接の機会を提供する

地域で連携し小児科・産婦人科等の集約化や、地域における
診療 連携体制を見直して、特定の診療科や特定の職員の負
担を軽減する

大学や基幹病院の医局、医師会やナースセンター等の公的
機関の 協力を得て、病院の職員確保支援を進める

職員の労働条件や労働時間管理が法令に沿ったものである
か労務 管理チェックを行う

メモ

職員のメンタルヘルスを支援する体制を整える

職員に対する有害化学物質対策・感染症対策を講じる

・対策をすでに行っている、または該当しない場合→「いいえ」

・その対策を取り上げたい、または今後必要な場合→「はい」
い
い
え

は

い

優

先

職員自身が健康的な生活習慣( 食事/運動/睡眠/喫煙等)に
ついて 見直す機会を提供する

職種特有の疲労やストレスに対処する情報や学ぶ機会を提
供する

個人的な健康問題について相談でき、プライバシーが守ら
れた窓 口を設ける

常勤の職員に対して、1 年（深夜業を含むものは、6 ヶ月）以
内 ごとに一、定期的に健康診断を行う

職員の職務の特性に合わせた内容の健康診断が受けられる
ように する

職員の家族やパートナーにも「職員の健康」を守るための情
報を 提供する

メモ

院内に明るくきれいで快適な休憩室や当直室を確保する

同僚間で問題点を共有し合い、相談し合えるようにする

互いに積極的に挨拶をし、良好な人間関係を保つ

・対策をすでに行っている、または該当しない場合→「いいえ」

・その対策を取り上げたい、または今後必要な場合→「はい」

い
い
え

は

い

優

先

勤務環境の
改善

バランスのとれたおいしい食事や軽食が院内で摂れるよう
にする

職員も気軽に利用できるフィットネスルーム、トレーニングル
ー ム等を確保する

業務手順・ス
トレス軽減

院内で発生する患者・利用者による暴言・暴力の防止対策を
進め る

パワーハラスメント、セクシャルハラスメントに適切に対処す
る組織を作る

職員の負担を軽減できる電子カルテシステムの導入や改善
を行う

記録や書類作成の簡素化、補助職の導入等を進め、職員が
専門職 としての業務に専念できるようにする

物品・カルテ・文書類の整理整頓をすすめて、心身に負担の
少な い取り扱い方法を検討する

気持ちのよ
い仕事の進
め方

治療方針や業務の進め方について、関係者が短時間のミー
ティン グを定期的に行う

掲示板・診療スケジュール板等を活用し、必要な情報が全員
に正 しく伝わるようにする

病院の運営方針が周知される。具体化にあたっては、その決
定に 関係スタッフが関われるようにする

医療事故等に関する訴えがあった際には必ず組織的に対応
し、関 係者が参加して個人の責任に固執しない再発防止策
を進める

メモ

公正で透明性のある給与制度にする

・対策をすでに行っている、または該当しない場合→「いいえ」

・その対策を取り上げたい、または今後必要な場合→「はい」

い
い
え

は

い

優

先

活躍できる
職場のしく
み 進歩する医療技術に対応できるスタッフの専門性確保とキャ

リア 支援のため、学会や研修の機会を提供する

スタッフの心身の健康を保つ方法について、学生や研修医に
対し ても教育を行う

すべての職員が能力を発揮できるよう、出産後の職員を含
め職員 全員が仕事と子育てを両立できる働きやすい職場
環境づくりを行う

勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）
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現状分析・対策立案シート（簡易版）

ギャップが生じている原因

※「目標（本来あるべき姿）」と「課題（勤務環境の現状）」のギャッ

プがなぜ生じているのか、自機関で現在できていない原因や背景事情を

具体的に記載します。

対　　策

※ギャップが生じている原因の内容を踏まえ、今後取り組むべきことを

記載します。

課題（勤務環境の現状） 目標（本来あるべき姿）

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「セルフチェックリスト（簡易版）」

で抽出した自機関で優先して改善したい

課題に基づいて、勤務環境の現状を記載

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「課題（勤務環境の現状）」に記載し

た自機関の課題から、勤務環境の目標

（本来あるべき姿）を記載します。



現状分析・対策立案シート（簡易版）
（抜　粋　１）

課題（勤務環境の現状） 目標（本来あるべき姿）

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「セルフチェックリスト（簡易版）」
で抽出した自機関で優先して改善したい
課題に基づいて、勤務環境の現状を記載
します。

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「課題（勤務環境の現状）」に記載し
た自機関の課題から、勤務環境の目標（
本来あるべき姿）を記載します。



現状分析・対策立案シート（簡易版）
（抜　粋）

ギャップが生じている原因

※「目標（本来あるべき姿）」と「課題（勤務環境の現状）」のギャッ

プがなぜ生じているのか、自機関で現在できていない原因や背景事情を

具体的に記載します。

対　　策

※ギャップが生じている原因の内容を踏まえ、今後取り組むべきことを

記載します。
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課題・対策整理票

ギャップが生じている原因

※「目標（本来あるべき姿）」と「課題（勤務環境の現状）」のギャッ

プがなぜ生じているのか、自機関で現在できていない原因や背景事情を

具体的に記載します。

対　　策

※ギャップが生じている原因の内容を踏まえ、今後取り組むべきことを

記載します。

課題（勤務環境の現状） 目標（本来あるべき姿）

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「セルフチェックリスト（簡易版）」

で抽出した自機関で優先して改善したい

課題に基づいて、勤務環境の現状を記載

　＜表題：　　　　　　　　　　　　＞

※「課題（勤務環境の現状）」に記載し

た自機関の課題から、勤務環境の目標

（本来あるべき姿）を記載します。



１　医療勤務環境改善はなぜ必要か

２ 　勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 　勤務環境改善計画の作成方法
　➀ 勤務環境セルフチェックリスト(簡易版)による課題抽出
　➁ 現状分析と対策立案
　➂ 勤務環境改善計画の作成

３ 　勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 　勤務環境改善計画の作成事例



勤務環境改善計画（アクションプランシート）

現状分析・対策立案シートの目標（本来あるべき姿）の表題を記載目標：

具体的取組内容 担当者

対策①

対策②

対策③

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



目標：

具体的取組内容 担当者

対策①

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

勤務環境改善計画（アクションプランシート） 抜粋

現状分析・対策立案シート
の対策➀から転記

対策を進めるための
具体的な手順を記載

対策を進めるための
具体的な手順を矢印で

記載

手
順
毎
の
担
当
者
を
記
載



勤務環境改善計画（アクションプランシート）

現状分析・対策立案シートの目標（本来あるべき姿）の表題を記載目標：

具体的取組内容 担当者

対策①

対策②

対策③

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



１ 医療勤務環境改善はなぜ必要か

２ 勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 勤務環境改善計画の作成方法

３ 勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）等を利用した
　 勤務環境改善計画の作成事例



メモ・対策をすでに行っている、または該当しない場合→「いいえ」

・その対策を取り上げたい、または今後必要な場合→「はい」

い
い
え

は

い

優

先

勤務時間と
休憩、休日
・休暇

必要な休日（少なくとも週1 日）や、定められた年次有給休
暇が 計画的に取れるようにする

必要な休憩時間・仮眠時間を取れるよう、勤務体制、交代勤
務制 を見直す

職員の就業時間を把握して、時間外労働の多い職員に対し
て産業 医や管理者による面接の機会を提供する

地域で連携し小児科・産婦人科等の集約化や、地域における
診療 連携体制を見直して、特定の診療科や特定の職員の負
担を軽減する

大学や基幹病院の医局、医師会やナースセンター等の公的
機関の 協力を得て、病院の職員確保支援を進める

職員の労働条件や労働時間管理が法令に沿ったものである
か労務 管理チェックを行う

勤務環境セルフチェックリスト（簡易版）
　　　　＜　一部抜粋　＞

☑

☑

☑

☑

☑

☑

記入事例



現状分析・対策立案シート（一部抜粋） 記入事例

課題（勤務環境の現状） 目標（本来あるべき姿）

　　　＜表題：有給休暇の取得が課題＞

・有給休暇の取得率に偏りがある
・有給休暇を急に申請しても、独身者は受け
付けてもらえない。
・有給休暇を早く申請していても取れないこと
がある
・周りを気にして有給休暇を申請し難い

　　　　＜表題：有給休暇の取得促進＞

・少なくとも全員が有給休暇（10日）を取得で
きる
・計画的に有給休暇を取得できる
・必要な時に有給休暇が取れることが望まし
い
・周りに気兼ねなく有給休暇を取ることができ
る



現状分析・対策立案シート（一部抜粋） 記入事例

現状分析・対策立案例

課題（勤務環境の現状） 目標（本来あるべき姿）

ギャップが生じている原因

対　　策

　　　＜表題：有給休暇の取得が課題＞

・有給休暇の取得率に偏りがある
・有給休暇を急に申請しても、独身者は受け
付けてもらえない。
・有給休暇を早く申請していても取れないこ
とがある
・周りを気にして有給休暇を申請し難い

　　　　＜表題：有給休暇の取得促進＞

・少なくとも全員が有給休暇（10日）を取得で
きる
・計画的に有給休暇を取得できる
・必要な時に有給休暇が取れることが望まし
い
・周りに気兼ねなく有給休暇を取ることがで
きる

　
・有給休暇の取得は既婚者・有子者が優先さ れ、独身で子どもがいない人が
後回しとなっている
・スタッフ本人の有給休暇の取得日数の把握が不十分である
・管理職による計画的付与への調整や工夫が不十分である
・一部の部署ではスタッフが不足している

　
・有給休暇の計画的取得を進める（年10日以上取得できるようにする）
・勤務表作成に合わせた計画的有給休暇のルール化を進める
・毎年該当者を選出してリフレッシュ休暇（連続した1週間の休暇）を与える制度
を導入する
・有給休暇を取りにくい部署を中心にスタッフの配置を見直す



勤務環境改善計画（アクションプランシート） 記入事例

具体的取組内容 担当者

・有給休暇の計画的取得の周知（全職員）

・勤務表作成の現状把握

・計画的有給休暇取得の現状把握

・計画的有給休暇と勤務表作成をマッチングさせるための検討

・計画的有給休暇と勤務表作成のマッチングの試行

・計画的有給休暇と勤務表作成のマッチングの実施

・全部署を対象に昨年度の有給休暇の取得状況を把握

・スタッフの再配置案を作成

・幹部職員の会議等で再配置案の審議決定

・スタッフの再配置を実施

目標：有給休暇の取得推進

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

対策①　有給休暇の計画的取得を進める（年10日以上取得できるようにする）

・有給休暇の取得状況の通知（取得5日未満の職員と管理者）

・有給休暇の取得状況の通知（取得10日未満の職員と管理者）

対策②　勤務表作成に合わせた計画的有給休暇取得のルール化を進める

対策③　有給休暇を取り難い部署を中心にスタッフの配置を見直す

・10日以上の有給休暇が取れていない部署の業務実態を把握



勤務環境改善計画（アクションプランシート） 記入事例

具体的取組内容 担当者

・有給休暇の計画的取得の周知（全職員）

目標：有給休暇の取得推進

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

対策①　有給休暇の計画的取得を進める（年10日以上取得できるようにする）

・有給休暇の取得状況の通知（取得5日未満の職員と管理者）

・有給休暇の取得状況の通知（取得10日未満の職員と管理者）

対策②　勤務表作成に合わせた計画的有給休暇取得のルール化を進める

（一部抜粋）



勤務環境改善計画（アクションプランシート） 記入事例（一部抜粋）

・勤務表作成の現状把握

・計画的有給休暇取得の現状把握

・計画的有給休暇と勤務表作成をマッチングさせるための検討

・計画的有給休暇と勤務表作成のマッチングの試行

・計画的有給休暇と勤務表作成のマッチングの実施

対策②　勤務表作成に合わせた計画的有給休暇取得のルール化を進める

対策③　有給休暇を取り難い部署を中心にスタッフの配置を見直す



勤務環境改善計画（アクションプランシート） 記入事例（一部抜粋）

・全部署を対象に昨年度の有給休暇の取得状況を把握

・スタッフの再配置案を作成

・幹部職員の会議等で再配置案の審議決定

・スタッフの再配置を実施

対策③　有給休暇を取り難い部署を中心にスタッフの配置を見直す

・10日以上の有給休暇が取れていない部署の業務実態を把握




